

































































































































































































































































































































































































治療の選択と患者の意思 8 4 O 12 
-意向に関するもの
看護師の対応や看護ケア 5 5 O 10 
に関するもの
守秘義務・個人情報保護 7 O 2 9 
に関するもの
安全と抑制に関するもの 2 5 O 7 
医師の対応に関するもの O 5 O 5 
愚者の尊厳や人権 1 4 O 5 
に関するもの
家族に関するもの O O 1 1 
計 23(47) 23(47) 3(6) 総計 49(100)
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